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随 想
妻 の 病 気 に 想 う
岐阜大学医学部助教授 篠 田 孝
去年 の9月10日,そ れは丁度台風26号が本 土に接近 していた時で,私 は第8回 日本腎臓
学会 に出席のため,東 京 のDホ テル に宿 を とっていた.夜 半近 くなって,岐 阜か らの電話
で,妻 の病 状が悪化 したか ら至急帰れ と,呼 び もどされ ることになった.そ の夜は電車 も
な くなったので,明 朝一番 で帰 ることに して電話 を切 った.丁 度1週 間前に腎結核で腎捌
を行 なったが,2日 前 までは至極経過 も順調 で まづ まつ と安心 して上京 したのだが,昨 日
来強 い頭痛 と嘔吐,嘔 気が続い てい る との こと.そ の晩はいろい ろと想像 して,寝 苦 しい
夜 であった.
翌11日の午 前11時には病 院に着 くことが できた.妻 は咋 日か ら尿 量が少な くなった と告
げ,病 状 の悪化 は私が置 き去 りに して上京 したせ いだ と責 め る.早 速 カルテをみ ると,な
るほ ど昨 日の尿量は400cc,今日は昼 までに,100ccと乏尿 であ る.こ れ は大変 とNPN
値を測定す る と98mg/d1で,急性腎不全 の直前 であ ること間違 いな し.各 種利 尿剤を投
与 したが全 く反応 な く,夕 方か らとうとう完全無尿に なって しまった.1時 間毎 に行 な う
導尿 も空 しさを募 らせ るぱか りで1滴 も出ない.夜 中近 くなって妻 は 目がみえな くなった
と云い始めた.こ れ はえ らい ことに なった と,と にか く腹膜流灌 をやってみ ようと,苦 し
む妻を云い きか せて,穿 刺針を さす私 の手 は銃 口の前 の敗北者 の手 の ように震 えて力 が入
らない.朝 までに約5000ccの灌流 を終 ったが,NPN値 は依然上昇 し120mg/d1で,無
尿 は続 いた.私 は も早や生 と死 のギ リギ リの限界 に立 た されて,自 分の微力 さ加減 を白 ら
白 らとみせつけ られて しまった.折 しも台風26号は運 命を あざ笑 うか のよ うに,病 室 の窓
ガ ラスを容 赦な く吹 き'鳴らした.
当病院 には人工腎が ない.患 者 を京 大の方へ運 ぶ として も,台 風の真最中,そ れに妻 の
状態が3～4時 間 の道中 に耐 え得 るか どうか も疑問 である.自 衛隊 のヘ リコプターを利用
す る話 も医局の先生 の間 ですすめ られたが,台 風 の状態 をみない と飛べ ない とのこ と.周
囲 の雰 囲気か ら,妻 も自分 の病状の悪化 に気付 いてい るらし く,し き りに子供 の こと,家
の ことについて講言 の ようにい う.
1338 篠田:随想 妻の病気に想 う
とにか く長い長い嵐の夜が 明け て,朝 日が部屋 に射 す頃になったが,や は り妻は私 の顔
が見えない とい う.早 速,眼 科医 の検査 をお願 い した ところ,眼 底網膜全体に細動脈 の強
度の攣縮が あるとの こと.そ の時私 の頭 に,腎 の細動脈 にも同様 の事態が起 ってい るので
はなか ろうか とい う考 えが浮 んだ.直 ちに,藁 を も掴 む思いで,イ ミダ リン とカ リクレン
の注射 を した.と ころが,天 の助 け とは こうい うことをい うので あろ うか,約45分 後 には
私の顔がはっ き りとみ えるよ うに な り,約3時 間後 に75ccの 尿 を排 出 した.泌 尿 器科 医
に なっ て10年間,こ れ程貴重 な尿 をみた ことがない.早 速そ の尿 を看護婦 さんや医局の先
生に小踊 りしてみせ て廻 った.皆 んな心 か ら喜 んで くれた.
あれか ら丁度1年 過 ぎた今 は,妻 は子供 達か ら中年肥 りといわれ る程体重 もふえ,至 極
元気に家庭 の平和 を守 っていて くれ る.
今1つ 憶 い出す ことは3年 前,米 国北カ ロライナ州の デイユ ク大学 にいた頃,3人 の無
尿患者 が内科 で事務員 として働 いていた ことで ある.と い う と一寸奇妙 に聞 こえ るか もし
れ ないが,彼 らの腕 にはSilstic-TeflonのCanulaが付 いていて,週2回 定期 的にス=一
デ ソ ・フ リーザ ーの人工 腎に よる透析 が,い とも簡単 に行 なわれ ていたか らで ある.患 者
の名前 は忘 れて しまったが,何 れ も半年乃 至1年 前 か ら透析 を続け,透 析 のない 日は病 院
の仕事 を手伝 ってい るとい うのであ る.私 も2～3度 透析中 の患者 に話 しかけた ことが あ
るが,何 時 もに こに こと気持 よ く質問に も答えて くれた し,透 析 中で も普通 に食事 を し,
新聞 も読 み,不 安の色な ど微 塵 も見 えない のは全 く不思議 に思わ れた.し か も驚いた こと
に,こ れ らの透 析の操作が全然医師の手を煩わ さないで,た った1人 のテ クニシャ ソの手
で,ス ムースに行なわれ ていた こ とで ある.
あれか らもう4年 になろう としてい るが,ま だ 日本 には この ような人工腎 セソターが1
つ もない ことは本当 に情 ない.私 共 の大学 には まだ 人工 腎す らない.2～3年 前 か ら機会
ある度 に各方面 に話 しかけ ているが,な かなか買って貰 えない.癌 に対す る認識 は最近頓
に深 まって来 たが,尿 毒症 とか人工腎 といって も,一 般の人には ピン とこないのだ ろ う.
お互 いに無尿 の辛 さ,苦 しさを 自分 の こととして考 えて も らいた い ものであ る.病 魔は思
いがけない時 に 自分 の身 辺に降 りかかって来 るもの である.ま だ まだ私共 の夢 が報 い られ
る日は遠 いが,必 ずその 日の来 ることを信 じて微 々た る努力 でも絶 えず続 けて行 かねばな
らぬ.
白い大 きい花 弁をつけた南部の花,マ グ ノリヤの香 り漂 う,北 カ ロライナ州立大学 の美
しいキャ ソパスの中央に,大 きい 日時計が あった.そ の大理 石の石畳に次 の ような文章が
刻み込 まれ ていたのが今 も懐か しく億 い出 され る,
Todayisyesterdaゾstomorrow,itisalwaysmorningsomewhereintheworld.
